
2004年、水戸の春を2人の歌姫が彩ります。そ

の2人の名は、クリスティーネ・シェーファー（ソプ

ラノ）とナタリー・シュトゥッツマン（コントラルト）。

2人とも、今をときめくドイツ・リートの名歌手です。

少し目まいがしている方がいらっしゃるかもしれ

ません。名歌手といえば、2002年秋にバーバ

ラ・ボニー（ソプラノ）が、2003年春にアンネ・ソ

フィー・フォン・オッター（メゾ・ソプラノ）が、夏にフ

ィオレンツァ・コッソット（メゾ・ソプラノ）が水戸芸

術館に登場し、忘れがたい素晴らしいリサイタルを

披露したばかりだからです。その上に、今年、シェ

ーファーとシュトゥッツマンが相ついで登場すると

いうこの贅沢なラインナップは、本場ヨーロッパ

でもなかなかお目にかかれないものです。

大変ありがたいことに、ボニーもオッターも、水

戸芸術館のハード（施設やホールの音響）とソフ

ト（企画の内容や運営の方法）を絶賛し、そこに

集った聴衆のレヴェルの高さを褒め称えていまし

た。水戸芸術館については、小澤征爾が音楽顧

問を務める水戸室内管弦楽団などの存在で、あら

かじめ知っていたようですが、聴衆の注意深さ、

真摯な態度、そして共感度の高さには本当に驚い

たようで、2人とも「またここで歌わせて欲しい」と

いう言葉を残してヨーロッパに戻っていきました。

こうした評判を聞きつけてか知らずか、この春、

水戸に降り立つ2人の歌姫、シェーファーもシュト

ゥッツマンも、アーティスト側から「水戸で歌わせ

て欲しい」というオファーが来たのです（シュトゥッ

ツマンは、既に2度水戸室内管弦楽団と共演して

いるので、水戸芸術館とその聴衆については、す

でによく知っているはずです）。

世界一流のアーティストと地方都市のホール及

びその聴衆との、こうした幸福な結びつきは貴重

であり、私たちスタッフは、これからも大切に育て

ていきたいと、心から願っています。そのためには、

音楽ファンの皆様のご協力が絶対に欠かせませ

ん。ぜひこれまでと変わらぬ音楽やアーティストに

対する愛情と知的好奇心をたずさえて、ホールに

お越しいただければと思います。

わが道を行く歌手シェーファー

クリスティーネ・シェーファーは、フランクフルトで

生まれたドイツ人のリリック・ソプラノ。子供の頃か

らピアノとチェロを習ってクラシックに親しみ、15

歳の時にはストラヴィンスキー〈春の祭典〉に夢中

になり、またベルク〈ルル〉に憧れた、とのこと。

アーリン・オジェー、ディートリヒ・フィッシャー＝デ

ィースカウといった大歌手や、現代作曲家ライマ

ンなどの教えを受けた後、1995年ザルツブルク音

楽祭で〈ルル〉のタイトルロールを歌い、一躍脚光

を浴びます。その後、小澤征爾、アバド、ブーレー

ズ、ラトル、アーノンクールといった世界的指揮者

からのラブ・コールが目白押しとなり、オペラのほ

か、リサイタルやCD・DVDリリースなどでも極めて

高い評価を得ていることは周知のとおりです。

しかし、シェーファーは、依頼さえ来れば何でも

歌ってしまうタイプの歌手ではありません。その姿

勢は、若い頃から変わっていないようです。スリム

な外見から想像するとおり、どちらかというと細く

繊細な声を持つシェーファーは、学生時代から「オ

ペラには不向き」と言われてきました。「おかげで

多くの若い歌手のように、まず小さな劇場のアン

サンブルへ入り、何から何まで歌ううちに（声を）

消耗する危険とは無縁でした。良い演出家とめぐ

り合い、納得できるキャラクターとして演じ、歌え

る場合に限って、オペラの舞台に立ちます」と語

るシェーファー。駆け出しの頃、注目を浴びた〈ル

ル〉も「世紀末のファム・ファタル（魔性の女）とい

う類型ではなく、あまりに普通だった女性の設定

だったから引き受けました」と言い切ります。

そんなわが道を行くタイプの歌手シェーファーの

魅力を、たっぷりと味わえるのがリサイタルです。

プログラムの中心となるリートについて、シェーフ

ァーは「時には2分間ですべてを表現し尽くせる、

凝縮された世界」とし、「リートはオペラを歌うより

アドレナリンを必要とするし、精神的にも大変だし、

肉体的にも力わざが要求されますが、これからは

もっとリートをたくさん歌いたい。リートはとても人

歌姫、水戸の春を彩る［第１弾］
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間的な音楽の表現方法です。ピアニストと2人だ

けで音楽を作る、もっとも美しい形の音楽表現だ

と思います」と語っています。また、そのプログラ

ムについては、「あまり知られていない曲を紹介す

るのが楽しくて。派手な歓声はなくても、聴衆に

受け入れられているという実感が持てます」と語り、

名曲をただ並べただけの、安直なプログラミング

とはあっさりと決別しています。

プログラムについて

2002年以来、2度目の来日となるクリスティー

ネ・シェーファー。今回、水戸芸術館でのリサイタ

ルのために選ばれたプログラム（パーセル、ヴァ

ーグナー、ヴォルフ）も、ありきたりのものとは一線

を画す独創的なものです。

まず、ヘンリー・パーセル（1659～1695）の歌

曲〈薔薇より甘く〉〈つかの間の音楽〉。バロック

音楽のシンプルなたたずまいの中から、愛と音楽

の深い悦びを導き出してくれるでしょう。

つぎに時代は一気に後期ロマン派へとくだり、

リヒャルト・ヴァーグナー（1813～1883）へと移り

ます。シェーファーが篤い信頼を寄せるピアニスト、

エリック・シュナイダーの編曲・独奏による楽劇

〈トリスタンとイゾルデ〉前奏曲。そして、マチル

ダ・ヴェーゼンドンクとの道ならぬ恋をきっかけに、

その楽劇と双生児のように生まれた、マチルダの

詩による〈ヴェーゼンドンク歌曲集〉。2002年11

月に水戸室内管弦楽団（指揮：若杉弘）の伴奏で

ナタリー・シュトゥッツマンがこの曲を歌いました

が、声質がまったく異なるだけに、聴き比べも楽

しみです。

休憩をはさんで後半は、フーゴ・ヴォルフ（1860

～1903）一色となります。ヴォルフは、ヴァーグナ

ーが楽劇において行った劇的表現と人間心理の

探求を、リートというミニマムな形態の中で追求し

たドイツの作曲家です。したがって、晦渋な人生

哲学、卑猥な欲望、強烈な風刺、皮肉交じりのユ

ーモアなど、それまでリートにはあまり適さないと

考えられていた性格のものまでが、題材として取り

入れられました。また、1人の詩人を選び、集中的

に付曲したのもユニークです。そこにあるのは、

シューベルトの歌曲集のような物語性でも、シュ

ーマンのような内面のドラマでもなく、総体的な

人間の営みの音詩化であり、ヴァーグナーにも劣

らぬ世界観の表出であると言えるでしょう。

昨年は、ヴォルフ没後100年にあたり、彼のリー

トを取り上げる機会が多かったというシェーファ

ー。膨大な数に登るヴォルフのリートの中から、ゲ

ーテの詩による曲（7曲）、メーリケの詩による曲

（3曲）、ハイネの詩による曲（1曲）を厳選して私

たちに届けてくれます。（なお、今回の来日でヴォ

ルフの歌曲が聴けるのは、水戸芸術館のリサイタ

ルのみとなります。）

シェーファーの魅力

シェーファーの細く硬質な歌声は、その声だけ

で多くの聴衆を魅了してしまうようなタイプではあ

りません。また、コロラトゥーラの技巧も、グルベ

ローヴァやデッセーのように、いとも簡単に楽々

とこなすわけではありません。

では、人々はシェーファーの何にそんなにも魅

了されるのでしょうか。

シェーファーは、好きな言葉は何ですかと尋ねら

れ、「集中」と答えたそうです。この話を聞いて、

私はなるほどと思いました。シェーファーの歌を聴

くとき、いつのまにか歌詞カードを片手に、背筋

を伸ばして聴いているのは、シェーファーの歌に

非常な集中力があり、シェーファーの歌はそれと対

峙する私たちにも、それに見合う「集中」を求めて

いるからではないか、と思ったのです。

シェーファーの歌は、一聴すると、あまり愛想が

良くないかもしれません。しかし、こちらが集中し

て、注意して聴けば聴くほど、音楽という過ぎ行く

時間と共に生きる芸術に、シェーファーがどれだけ

細心の注意を払って接しているかがわかってきま

す。シェーファーの歌唱芸術の核心を突いたと思

える文章をご紹介しましょう。

「私が始めに書いた、あの梅雨の雲り空のよう

なくぐもりがちの声、明晰なディクション、といった

ものから、さらに単語の1つ1つがよく切り離され、

それぞれの生命で生きているように歌われている

こと。その一方で、しかし、決して、ばらばらで、

潤いのない乾いたフレーズの連続には聞こえない

のである」（吉田秀和氏・「レコード芸術」より）

「彼女のこの“なめらかさ”も注意深く耳を傾け

ると、シューベルトの〈エレンの歌〉では、ここで

繰り返されるさまざまな音型も単なる繰り返しでは

なく、各情景の変化、また少女エレンの祈りの姿

などが〈アヴェ・マリア〉に浮かび上がって来る」

（畑中良輔氏・「朝日新聞」より）

「すべてを忘れて自分の納得のゆく織物を仕上

げようと、機織に集中する乙姫のように、人の目

を意識したものではない。真に美しいものを生み

出そうとする彼女の没我的な姿勢に、心を打たれ

ない聴き手はいなかったろう」（喜多尾道冬氏・

「レコード芸術」より）

人々はシェーファーの何にそんなにも魅了され

るのか――。筆者には、「集中がもたらす音楽そ

のもの」としか答えられません。
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ドビュッシー＆ショーソン歌曲集　POCG-10261（国内盤）
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写真左から；
高橋薫子
小鉄和広
ステファノ・ヴィーゴ

2月に「水戸映画祭」の一環としてACM劇場で

上演された映画『永遠のマリア・カラス』はチケッ

トがたちまち売り切れる盛況でした。この“vivo”

を読まれている方々の中にも、不世出の大オペラ

歌手マリア・カラスの悲劇的生涯とそのドラマティ

ックなアリアの数々に涙した方が、きっとたくさん

いらっしゃることでしょう。

さて、カラスが演じるオペラの壮大・華麗・重厚

な世界を十分に満喫されたなら、こんどはまったく

違うタイプのオペラはいかがでしょう。上映時間は

1時間、小粋で軽妙で、最初から最後まで笑いが

絶えないオペラ。若杉 弘企画運営委員の企画と

して、3月27日（土）に水戸芸術館コンサートホ

ールATMで上演される〈奥様女中〉はそんな小気

味のいい一品です。

元祖・恋愛喜歌劇〈奥様女中〉

〈奥様女中〉を作曲したのは18世紀初頭のナ

ポリを舞台に活躍した作曲家、ジョヴァンニ・バッ

ティスタ・ペルゴレージ（1710～36）。生没年をご

覧の通り、わずか26歳で病没してしまった、夭折

の天才作曲家です。彼が生涯に残した作品のう

ち、今日でもその名を不滅のものとしているのは

これからご紹介する喜歌劇〈奥様女中〉と宗教曲

〈スターバト・マーテル〉。後者はペルゴレージが死

の床で書いたといわれる作品で、磔刑にされたわ

が子キリストを嘆き悲しむマリアの心情を切々とつ

づった名作です。生涯の代表作2曲がそれぞれ

「笑い」と「涙」をそれぞれこの上なく美しくつづっ

た作品だとは、短いながらなんと鮮やかな作曲家

人生であることでしょうか。

さてこの〈奥様女中〉、登場人物はたった3人し

かいません。まずは金持ちの独居老人で気難し屋

のウベルト、そして愛らしく機知に富んだ小間使い

の娘セルピーナ。もう一人は、口のきけない召し

使いのヴェスポーネ。いつもがみがみ言ってばか

りのご主人様を、セルピーナがいかに手玉にとっ

て奥様の座につくか、というのが物語の筋です。

ウベルトはバス、セルピーナはソプラノが受け持

ち、対照的なキャラクターの歌唱を存分に聴かせ

ますが、ヴェスポーネはいっさい歌わない、セリフ

もない「黙役」として、いわば道化のごとく舞台を

かきまわし笑いを誘います。この最小限の登場人

物と筋立てにペルゴレージがとびきり軽妙な音楽

をつけ、重 し々さとは無縁の、アル・デンテな茹で

具合のペペロンチーノのように切れのいい喜歌

劇が誕生しました。

そもそもこの〈奥様女中〉、独立した作品として

書かれたわけではありません。これは元来、1733

年、ペルゴレージ自身の手になる正式なオペラ

（オペラ・セリア）、〈誇り高き囚人〉の幕間劇（イン

テルメッツォ）として書かれたものなのです（能と狂

言の関係に似ていますね）。ところが〈誇り高き

囚人〉の方はすっかり忘れられ、爆発的な好評を

博した〈奥様女中〉の方が有名になり、こうした幕

間喜劇は「オペラ・ブッファ」という独立したジャン

ルを形成することになりました。この〈奥様女中〉

は1752年パリで上演され、「フランスの伝統的な

オペラとオペラ・ブッファのどっちがいいか」とラモ

ーや啓蒙主義者ルソーを巻き込む大論争（ブフォ

ン論争）に発展するのですが、そんなことは当の

ペルゴレージの預かり知らぬこと。むしろ、天国

のペルゴレージは、自分が「創始した」ということ

にされてしまったオペラ・ブッファというジャンルが、

やがてすばらしい後継者による珠玉のような作品

に結実していったことの方を嬉しく思うことでしょ

う。そう、モーツァルトの〈コシ・ファン・トゥッテ〉や、

ロッシーニの〈セヴィーリャの理髪師〉へと。

ウベルト小鉄vsセルピーナ高橋！

さて、今回の舞台を受け持つのは、小規模な

室内オペラを高水準の舞台で楽しませてくれる注

目の団体、東京オペラグループ。名バス歌手・小

鉄和広（1996年には若杉 弘指揮する水戸室内

管弦楽団第26回定期演奏会に出演し、リヒャル

ト・シュトラウス〈町人貴族〉〈ナクソス島のアリア

ドネ〉で名唱をきかせました）が率いるこのグル

ープ、〈奥様女中〉が大の人気演目で、イタリアや

新国立劇場で絶賛の舞台を披露しているのです。

小鉄和広扮するウベルトのお相手セルピーナ役

は今や人気絶頂のソプラノ高橋薫子。今年の水

戸芸術館ニュー・イヤー・コンサートにも登場し、

モーツァルトやヨハン・シュトラウスなどを鮮やか

に歌い上げ、チャーミングな身のこなし共々ブラ

ヴァの歓声に包まれたのは記憶に新しいところ。

加えて黙役のヴェスポーネは演出も兼ねたステフ

ァノ・ヴィーゴ。さあ、どんな舞台が繰り広げられ

るのか。小鉄和広さんに今回の公演のみどころ

ききどころのご紹介をお願いしましたので、どうぞ

お読みください。

ウベルトとセルピーナ、ナポリの恋のゆくえは…？
●３／２７（土）東京オペラグループ公演・喜歌劇〈奥様女中〉

セルピーナ・ノブチャンこと高橋薫子様へのラヴ・レター
小鉄和広

今、僕は冬のヴェローナでこれを書き始めています。あれは二年前

の六月でしたね、ヴェローナ音楽院の広い中庭で一緒に〈奥様女中〉

を歌ったのは。昨日たまたま音楽院の前を通りがかり、あのクラクラす

るほど暑かった真昼の中庭でのリハーサルを思い出し、現実の今の寒

さがむしろ奇妙に思えました。あの時は、それまでに君と僕で何回も共

演した〈奥様女中〉ではあったけれど、僕以外の演出で演じるのはお

互いに初めて。そして練習期間は正味たったの5日間、その上初めて

の海外共演だったから、（少なくとも僕は）緊張したよね。この「元祖・

喜歌劇」、歌手二人の台詞のやり取りの面白さと、単純で明るい旋律が

特徴の、まさにイタリア的なこの作品を演じる僕達は、まるで「イタリア

でイタリアンレストランを開店する日本人板前」の気分だったね。九時

の開演予定を過ぎてから、ようやっとぞろぞろ集まってきたお客の雰囲

気も、あの時の僕にはとても重苦しいものに感じられた。でも弦楽アン

サンブルのリズミカルな前奏が鳴り始め、ウベルト・コテツの短いアリア
（次ページへ）



おやおや小鉄さん、すっかりセルピーナ高橋さ

んにメロメロのご様子。ウベルトの陥落は時間の

問題、という感じですね！3月27日、私たちも、

熱々のおふたりのおすそわけに預かろうではあり

ませんか。小鉄さん訳の字幕も楽しみですね。

さて、本公演の前には若杉 弘企画運営委員の

プレトークがあります。これはヴェローナでも新国

立劇場でも聴くことのできない、水戸だけのスペ

シャル企画。古今のオペラを知り尽くした若杉先

生の解説によって、〈奥

様女中〉という作品が 2

倍も3倍も面白くなるのは間違いなし。ぜひとも、

プレトークからじっくりお楽しみください！《矢澤》

【おまけ情報】

〈奥様女中〉のCDをご紹介しようと思ったのです

が、なんと現役国内盤が全然ありません！最近ま

で出ていたクイケン＆ラ・プティット・バンド盤（同じ

ペルゴレージの〈リヴィエッタとトラコッロ〉とのカ

ップリング）も現在は輸入盤（ベルギー・アクサン）

のみ入手可能の様子です。ただしクイケン盤は同

じチームによるDVDが国内盤で出ていますので、

こちらをご紹介しておきましょう。〈奥様女中〉（パ

イオニアPIBC2031）、〈リヴィエッタとトラコッロ〉

（同PIBC2032）。

中なんだ。今もヴェローナからロー

マに向かうユーロ・スターの中でこ

れを書き終えようとしている。（実現

したら驚くような企画もあるけど、

今は本当に内緒。）僕の口癖、イタ

リアと日本を結んで活動したい、と

いうのはウソで、イタリアの夏の夜

風に吹かれて歌う心地よさがやみ

つきになってしまったのかもね。い

まやオペラ界で引っ張りだこのノブ

チャン。この間の〈ロメオとジュリエ

ット〉も本当に素敵だった。でもロ

マンチックな役が続いてばかりで、

君の中のいたずら心がムズムズし

てきて、明るいオペラが恋しくなっ

たら、その時はウベルト・コテツのこ

とを思い出して！

写真左から；
若杉 弘、松下 耕

(4)

松下耕氏の指導で、楽しみながら合唱の奥義を身につける
●３／１４（日）合唱セミナー２００４　講師：松下耕

茨城県合唱連盟、茨城県高等学校教育研究会

音楽部との共催により実施している「合唱セミナ

ー」。畑中良輔氏、池辺晋一郎氏、新実徳英氏な

ど日本を代表する作曲家、指揮者、合唱指導者

を講師に迎え、課題曲を半日かけて練習していき

ます。

今回は、昨年のセミナーで大好評だった作曲

家・合唱指揮者の松下耕氏を再びお迎えします。

計算され尽くした指導と巧みな話術で、参加者の

心と身体をあっという間につかみ、いつのまにか

合唱の奥義へと導いた松下氏。今回はどのような

指導で私たちを驚かせてくれるのでしょうか。

今回の課題曲は、前回のおさらいも込めて〈合

唱のためのたのしいエチュード 1〉より「すいぞく

かん」「ゆきがとける」の2曲。そして、今回新しく

〈合唱のためのたのしいエチュード 2〉より「うし」

「くじら」「フユノヨル」「みずのなか」「たね」の5曲

が加わります（以上すべて松下耕氏作曲）。

松下氏は、この曲集を作った動機を、合唱団の

読譜力とソルフェージュ能力を高めるためとした上

で、以下のような特徴を挙げています。

1. 全曲がア・カペラであること

2. 曲ごとに異なる様式観を持たせていること

3. 様々な旋法が登場すること

4. 一部に日本の伝統的な音階を用いていること

5. 短い曲ばかりであること

6. 音楽会でも演奏できること

7. 移調は自由であること

特に1～4は、合唱をやる上でまず身に付けた

いことがらと言えます。しかし実際は、最初から

声を出すことで精一杯になってしまい、楽譜や音

楽事典をじっくり読んで、音楽の成り立ちの基礎

の部分を勉強することがおろそかになってしまい

がちです。松下氏のこの曲集が、たくさんの合唱

愛好家の皆様によって愛唱されているのは、そう

した基礎的で、かつ奥の深い音楽語法や様式

観を、シンプルに楽しく学ぶことができるからなの

でしょう。

前回参加された方はもちろん、今回初めてとい

う方もふるってご参加ください。楽譜は、水戸芸

術館内ミュージアムショップ「コントルポアン」でも

扱っておりますので、事前にご用意いただき、譜

読みを行ってきてください。

《関根》

哀楽がお互いに手に取るように判るん

だよ。そのことが、イタリア喜劇の根

幹にあるボケ・ツッコミ、つまり「対比」

の感覚にうまくマッチするんだと思う。

セルピーナとウベルトは、若い娘と老

人、女中と貴族、機転が利く者と頭が

固い者といった「対比」の関係である

のに、根底において「愛」で通じ合っ

ている素晴らしさ。異質な者同士が

愛によって結ばれることは、世界の平

和とも同義なんだ！それに僕は、やっ

と実年齢も中年にさしかかり、若い娘

に恋するオヤジの気持ちも（チョットダ

ケ）わかるようになったしネ。

ここだけの話なんだけど、実は今

後もイタリア各地で東京オペラグルー

プの〈奥様女中〉公演をしようと奔走

の後、練達のヴェスポーネ・ステファノの演じる下男をタッタッタと追いかけ

て、セルピーナ・ノブチャンが涼しい夜風の吹く中庭の舞台に現れた頃

には、客席もすっかり僕たちの味方。そのあとは笑いに包まれてアッとい

う間、終演後は皆立ち上がって拍手、その上、目がハート形のイタリア

の男どもが君の楽屋に押しかけるおまけ付。翌日の新聞にも、アレーナ

の大オペラ・シーズン初日の批評と並んで、それに引けをとらない大きさ

の写真と（少し甘めの）記事が載っていたのは、歌手としてより、〈奥様

女中〉イタリア公演の企画者として本当にうれしかった。

そんなこんなで、あっという間に時が経ち、僕らとしたらちょっと久しぶ

り、今年の三月に〈奥様女中〉をまた共演することになったわけだ。水

戸芸術館は、〈奥様女中〉のような小規模のオペラにはうってつけの緊密

な空間。元来イタリアの古典的な喜劇は、大掛かりな舞台装置なぞ必要

としない。いやむしろ、芸術館のステージを囲むお客様のイマジネーシ

ョンが、目には見えない異次元の「舞台」を創りあげ、その舞台上で僕

ら演ずる個性的な登場人物たちがやりとりする、そんな楽しいことが起

こりそうだ。常々、君と僕の〈奥様女中〉コンビのいいところは、二人の

性格がぜんぜん違うところと感じている。そのくせ、なぜか相手の喜怒
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■アートタワーみとスターライトファンタジー

第８回 クリスマス・コンサート（１２月６日）

水戸の冬の風物としてすっかり定着した、水戸

芸術館や水戸駅をライトアップするアートタワーみと

スターライトファンタジー。コンサートホールでは、同

イヴェントの一環として、水戸市内の小・中学生が

日頃の音楽活動の成果を披露する「クリスマス・コ

ンサート［市内小中学校芸術館コンサート］」を開

催した。今年は吹奏楽、金管合奏、合唱、ハンド

ベルなど16校の20団体、およそ700名の生徒さん

が参加した。子供たちは緊張した面持ちながら、

晴れやかに一途に演奏を行った。このステージの

経験が、彼らの宝物となりますように。《中村》

■ミト・デラルコ第６回演奏会（１２月１３日）

オーストラリア出身の新メンバー、ソフィー・ジェ

ントを迎えての再スタート演奏会。ソフィーは、ふだ

んはとても静かなキャラクター。しかし音楽は雄弁

で積極的、アンサンブルの対話を存分に活性化さ

せ、頼もしい活躍ぶり。今後のミト・デラルコの新し

い展開を、大いに期待させる仲間の登場だ。日

本食を愛し鮮魚珍味納豆なんでもOKのソフィー、

暖かい聴衆の拍手を受けてすっかり水戸大好き！

芸術館大好き！のご様子。皆様これからも応援よ

ろしくお願いします。アンコールはハイドン：弦楽四

重奏曲 ハ長調 作品50の2から第2楽章アダージ

ョ・カンタービレ（ソフィーのソロで始まる曲）、およ

びBeeteugen：Rasmoux'masky四重奏曲…これは

ベートーヴェンのオランダのいとこが作曲した、ク

リスマスナンバーによって構成された四重奏曲で

あります、というのは半分嘘で編曲は鈴木優人氏

でした。《矢澤》

アンケートから●アンサンブルの暖かい雰囲気が

よかった（ひたちなか市：A.F.さん）●最近のコン

サートは、ピッチが高めで、テンポも加速する傾向

の中にあって、私はいつも心拍数が高くなりそうな

のをおさえながら聞いています。しかし今夜は、

ゆったりとした気分で音楽にひたれました（中略）

第2ヴァイオリンやヴィオラ奏者は、サッカーでいう

「ボランチ」と言えますね！（水戸市：S.E.さん）●素

晴らしい演奏でした。良い曲を良い演奏で聞く楽

しさ。MITOは世界で五指に入るＱでは…東京か

ら来た甲斐がありました（東京都：無記名の方）●

一つの家族のように息のぴったり合った演奏で、

また次回も聴きに来たいと思いました（水戸市：

M.O.さん）

■水戸の街に響け！３００人の《第九》

（１２月２１日）

ミレニアム（1999年）、新世紀へと移る年（2000

年）という節目の年に2年連続で行われた 水戸の

街に響け！300人の《第九》。その後、コーラスの

一員として参加された方や、公演をご覧になった

お客様より、「もう一度歌いたい」「毎年開催して欲

しい」といったご意見が多数寄せられ、その声に

応える形で、今回、復活開催となった（茨城県合

唱連盟、水戸市合唱連盟、水戸市音楽団体連盟

との共催）。コーラスは9月から、本番の指揮者・

鈴木良朝氏、菅波ひろみ氏、堤五郎氏の指導に

より熱のこもった練習を開始。今回はじめて参加

するコーラス未経験の方 も々多かったが、先生方

の親切な指導と皆さんの真摯な練習態度、そして

前回の経験者が上手に未経験者を引っ張ったこ

とで、驚くほど早く上達した。本番の直前の練習

では、独唱者（結城滋子、小林由佳、井ノ上了吏、

清水良一）、エレクトーン（小林由佳、武元彩子）、

ピアノ（中村真由美、中村佳代）、ティンパニ（中

村文彦）が加わり、コーラスの皆さんの表情に緊

張と期待が高まるのが見えた。

本番の日は、早朝5時半よりステージと音響の

仕込を開始。前夜、突然の雪が降り、コーラス台

が凍結して危険な状態になっていたため、予定外

の作業が加わったが、何とかリハーサルの時間に

間に合わせた。12時と13時半の2回の本番は、

どちらも晴天に恵まれた。風も弱くあたたかで、

300人を超える大合唱団は一人一人が気持ち良さ

そうに歌っていた。演奏自体も素晴らしく、鈴木良

朝氏のとる悠々としたテンポに乗って、コーラスと

独唱、器楽が渾然一体となって織り成す力強いサ

ウンドが水戸の街に響いた。演奏が終わると、加

藤紘一水戸市長をはじめ、水戸芸術館の広場を

埋め尽くしたのべ2,200名の観客から盛大な拍手

がわき起こった。《関根》

■クリスマス・プレゼント・コンサート２００３

（１２月２３日）

今年の「クリスマス・プレゼント・コンサート」は、畑

中良輔の企画・おはなしで、ヨーロッパと日本の伝

統美の大競演！！となる盛り沢山のプログラム。小

原孝は、NHK-FMのレギュラー番組『弾き語りフォ

ーユー』同様のラジオ放送形式で、ユニークなス

テージを見せてくれた。また、青山恵子扮する

KEIKO Carmenは、着物風の衣装で菖蒲の花や

扇子を手に舞いながら歌い、鼓の河内節子、三絃

の杵家七三、尺八の竹井 誠が加わっての、まさに

和風カルメン。青山に加え、会沢明美、小野勉、

堀野浩史が、続く滝廉太郎作品のステージで情趣

溢れる歌声を聴かせた。〈茶音頭〉では、三絃の

水木結が急病のため、佐野奈三江が出演、音楽

にあわせてお点前も披露された。中村佳代のメシ

アンの演奏は、厳粛で神秘的な音響を作り上げて

いた。そして最後は、あひる会合唱団によるクリス

最近の公演から
DECEMBER
JANUARY

1～2.アートタワーみとスターライトファンタジー 第8回 クリスマス・コンサート 3～4.ミト・デラルコ第6回演奏会
5～6. 水戸の街に響け！300人の第九　　7～8.クリスマス・プレゼント・コンサート2003

1

2

3

4

5

6

7

8



(6)

マス・ソングの大合唱。なお、恒例の抽選会では

出演者のサイン入りCDや書籍等がプレゼントされ

た。《馬場》

アンケートから●滝廉太郎の〈荒磯〉、〈憾〉、初め

て生の演奏で聴いて100年前にこのような素晴ら

しい曲が作られていたことに感動。廉太郎の早逝

が惜しまれます。（栃木県鹿沼市：T.H.さん）●ク

リスマスとお正月が一度に来たようです。（水戸

市：M.N.さん）●まず感激して泣いてしまって、次

のカルメンでは笑わされて、滝ワールドではひたっ

て、プレゼントは私の両隣の方々が当たって

（笑）...。（水戸市：T.H.さん）●とても楽しいひとと

きでした。洋と和の調和された世界にひきつけら

れました。（水戸市：Y.A.さん）

■ニュー・イヤー・コンサート２００４（１月５日）

「ウィーン、夢の輪舞
ロン ド

」をサブタイトルに掲げた

2004年のニュー・イヤー・コンサート。曲目の詳細は

petite情報をご覧いただきたいと思いますが、古い

ウィーンから新しいウィーンまで、一面的でないウィ

ーンのさまざまな顔を感じていただけたなら嬉しく

思います。杉木峯夫とデイヴィッド・ヘルツォークがバ

ルコニー席から吹き鳴らすビーバーのファンファー

レで幕を開けたコンサートは、初登場野平一郎を

初めとする名手たちのソロ、アンサンブルを経て最

後は堀 伝指揮による〈皇帝円舞曲〉の華麗な大団

円で結ばれました。高橋薫子の熱唱は来るべき

〈奥様女中〉への期待をかきたててくれましたし、

「紅白歌合戦」に出たばかりの人気NHKアナウン

サー膳場貴子の司会も華を添えました。皆様の今

年1年が「大吉」でありますよう！《矢澤》

アンケートから●とても感激です。すべて超一流で、

新年にふさわしい、願った、期待した以上のもの

でした。（中略）私の干支です。いい年にして周囲

にもしあわせを配ります（水戸市：N.Y.さん）●ピッ

ツィカート・ポルカが楽しかったです。“私の好きな

曲”2曲とも圧巻でした（横浜市：Y.O.さん）●チゴ

イネルワイゼンは日常の苦しみ悲しみをのみこんだ

いいしれない感動でした（無記名の方）●ソプラノ

の美声はすばらしい（ひたちなか市：A.S.さん）●

司会者の人がとてもやさしくてよかった（水戸市：

T.A.さん）●正月はシュトラウスのワルツやポルカと

いう日本のコンサート事情をゆゆしく思っていたの

で水戸芸術館も商業化に傾いたかと思いながら当

夜に臨みましたが、プログラムを見てその懸念はふ

っ飛びました。超安心！（水戸市：S.E.さん）

■兼氏規雄クラリネット・リサイタル（１月１７日）

昨年秋、vivoのための取材の折、「クラリネット

のリサイタルは、レパートリーの問題から、やれて

も2回か 3回でしょう」と語った兼氏さん。自らの

楽器のレパートリーに厳しい兼氏さんが、慎重に

選び抜き、「絶対に飽きさせません」と自信を持っ

て問うたプログラムは、シューマン、ブラームスと

いったドイツ音楽から、オペラ〈リゴレット〉の超絶

技巧を伴うパラフレーズ、多彩な音色が要求され

る印象主義的小品まで、ヴァラエティー豊かで聴

き応えのあるものでした。このプログラムを見事

に吹き切った兼氏さんの演奏ぶりについては以

下のアンケートをご覧ください。兼氏さんとともに、

個性豊かな各曲に切れ味鋭くアプローチしたピア

ノの小坂圭太さんにも、大きな拍手が贈られまし

た。《関根》

アンケートから●すばらしいテクニックは言うまで

もなく、シューマンやブラームスの情感の豊かさ、

リゴレットの歌う旋律も伸びやかに表現され、久し

ぶりに感動を味わう演奏会だった。（ひたちなか

市：Y.K.さん）●ブラボー！巧みなテクニックと自在

にクラリネットの音色を変える素晴らしい演奏に感

激しました。（東京都：H.C.さん）●兼氏先生のい

つもながらの甘い音色、響きに魅せられた一夜で

した。小坂さんのピアノもとても素晴らしかったで

す。かげになり日なたになり、しかし決してソリス

トの音楽の世界をこわさず、対話しながら、2人で

ひとつの音楽の世界を作り上げていました。とて

も良かった！（水戸市：Y.Y.さん）

■畑中良輔の〈日本のうた〉セミナー 第３期

「中田喜直」（１月１８日）

今回は、講師の畑中良輔氏と学生時代にクラ

スメートだった作曲家・中田喜直を取り上げた。研

究曲は、中田の代表作とも言える歌曲集〈六つの

子供の歌〉と、単体の歌曲〈霧と話した〉〈サルビ

ア〉。全国から集まった4名の受講生は実力派ぞ

ろいで、高度な個人レッスンが繰り広げられた。

畑中氏により詩や曲の多様な解釈のあり方がわか

りやすく紹介され、聴講の方 も々熱心に聞き入っ

ていた。今回は、特別参加として、水戸で長年日

本歌曲の研究と普及に務めてきた中澤敏子さん

が登場、滋味に富む歌を聴かせた。セミナーを

締めくくるミニ・コンサートのゲストには、ソプラノの

大島洋子さんが出演。畑中氏の詩に中田喜直が

付曲した〈四季の歌〉（全曲）や、〈こどものため

の8つのうた〉（抜粋）を披露し、貫禄漂う安定し

た歌唱と透き通るような美声で聴衆を魅了した。

《関根》

アンケートから●大変よかったです。次回もまた来

たいと思います。（水戸市：C.I.さん）●受講者の

方々はとてもお上手です。それでも畑中先生の一

言で、とたんにぐんと一回り変わって、大きくなられ

るのには驚きです。客席にいる私たちも一緒に楽

しんで練習しております。（那珂郡：H.T.さん）

1. クリスマス・プレゼント・コンサート2003 2～4ニュー・イヤー・コンサート2004
5～6. 兼氏規雄クラリネット・リサイタル　　7～8. 畑中良輔の〈日本のうた〉セミナー
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(7)

ネッタマ／The dark side of the moon（１）

フィッシャー＝ディースカウの歌うフーゴ・ヴォ

ルフの〈ミケランジェロによる3つの歌曲〉を聴

いていたら、恐ろしくさまざまな感情が胸の中

にあふれてきて、しかしそれを言葉にすること

ができないまま立ち尽くすような、深い感銘を受

けた。僕は決してヴォルフ歌曲をよく知ってはい

ないので、3月のシェーファーのリサイタルを機

に歌われる曲をまとめて聴いてみたのだけれ

ど、ほんとうにこの人は音楽史においてきわだ

って特異で強烈な個性の持ち主だったんだな

あ、と思った。

彼の歌曲についての解説はぜひ２ページの関

根君の適確な解説を読んでいただきたいと思

うけれど、ヴォルフの音楽について彼が言う「総

体的な人間の営みの音詩化」というのはよくわ

かる。喜怒哀楽から哲学的思考、享楽、絶望と希

望、狂気にいたるまで、こんなにも短い1曲1曲

に凝縮された音楽がほかにあるだろうか。シェ

ーファーはコンサートのプログラムも相当考えて

配列しているみたいだし、きっとこれは凄い感銘

を与えてくれるリサイタルになるだろうなあ。

しかし、それほどの圧倒的な音楽を書くため

に、ヴォルフはなんという大きな負債を払わなく

ちゃならなかったことだろう。1888年から90年

という3年間の間に、彼は生涯の代表作の大部

分をなす200以上の歌曲を爆発的な集中力で

書いてしまった。あんな密度の濃い作品を200

曲！その後数年、彼が腑抜けのような鬱状態に

陥ってしまったのは無理もない。

長い沈黙の末、ヴォルフはオペラ〈代官様〉を

95年に完成させ、96年にはふたたび歌曲への

旺盛な創作力が帰ってきたかに見えた。だが97

年、2作目のオペラ〈マヌエル・ヴェガス〉を作曲

中、彼の精神は破綻する。きっかけのひとつに、

親友マーラーに〈代官様〉のウィーン国立歌劇

場での上演を断られたショックがあるらしい。彼

はマーラーが自分のオペラを上演してくれると

周囲の人々に言いふらし、果てはマーラーを追

い落として自分がウィーン国立歌劇場の監督に

なるとか、オペラを携えて世界旅行をするといっ

たあらぬ妄想に陥り、狂気にむしばまれ死んで

いった（このあたりのくだりは、ケン・ラッセルの

映画『マーラー』にもちょっと出てくる）。

ヴォルフの狂気は若い頃の梅毒が遠因とも言

われるが、これほど激しい創作の波に揺さぶら

れた音楽家の軌跡を、単に病気のせいに還元し

てしまうことはできないだろう。でなければ、冒

頭に掲げた〈ミケランジェロによる3つの歌曲〉

のような作品が生まれるだろうか。ヴォルフ最後

の完成した歌曲となった3作（1897年作曲）は、

無気味なほどの静けさと重さの中で、孤独に歌

ひとすじの生を求めつつ毀誉褒貶にさらされ

る自らの生を、生者必滅の諦念を、その絶望の

中ほのかにゆらめく憧憬の光がミケランジェロ

の詩に託し歌われる。ヴォルフ自身の人生を凝

縮したような3曲を遺し、燃えつきて彼は闇の

世界へ分け入って行ったのだ。

ヴォルフの音楽は、理性と狂気とを分かつ境

界線の間を行きつ戻りつする、表現者の業を感

じさせる。どうやら僕は、彼の音楽に導かれ、こ

うした表現者たちの世界を垣間見たくなってし

まったようだ。次回、こうした「踏み越えてしまっ

た」作曲家たちの世界を皆さんと共に訪れたい

と思う。ネッタマ史上もっとも危険な旅になるか

もしれないけれど…。

＊nettama=ネットワークする猫、タマ。
芸術館のコンサートをサカナに
いろんなところへnettamaします。

フィッシャー＝ディースカウ、シュヴァルツコップフらが歌った
記念碑的なヴォルフ歌曲集のＣＤ（現在は入手困難）

ニュー・イヤー・コンサート2004―ウィーン、夢の輪舞
ロン ド

―の

プログラムをご紹介しましょう。ビーバー：2声のファンファ

ーレ（tp：杉木峯夫、デイヴィッド・ヘルツォーク）／ヨハ

ン・シュトラウス2世（ヴェーベルン編曲）：恋人ワルツ（宝

のワルツ）作品418（vn１：田中直子、加藤知子、小林美

恵、久保田 巧　vn2：久保陽子、沼田園子、安田明子、

堀 伝　va：店村眞積、中村静香、吉田有紀子　vc：松波

恵子、堀 了介　cb：永島義男、黒木岩寿　p：野平一郎

org：高橋博子）／モーツァルト：ホルン五重奏曲 変ホ長

調 K.407（386c）から 第1楽章 アレグロ（hrn：水野信

行　vn：沼田園子　va：店村眞積、中村静香　vc：堀 了

介）／ベートーヴェン：エリーゼのために WoO.59（p：野

平一郎）／モーツァルト：歌劇〈フィガロの結婚〉K.492か

ら アリア“あなた方はご存知でしょう”（恋ってどんなもの

かしら） レチタティーヴォとアリア“やっとその時がやって

来たわ～どうか、遅れないで来てちょうだい”（s：高橋薫子

p：野平一郎）／ブラームス：ヴィオラとピアノのためのソナ

タ 第2番 変ホ長調 作品120の２から 第2楽章アレグ

ロ・アパッショナート（va：店村眞積　p：野平一郎）／クラ

イスラーの饗宴［レチタティーヴォとスケルツォ・カプリス］

（vn：小林美恵）［愛の喜び］（vn：中村静香　p：野平一郎）

［ウィーン奇想曲］（vn：久保田巧　p：野平一郎）

―休憩― ビーバー：２声
　

のファンファーレ（tp：杉木峯夫、

デイヴィッド・ヘルツォーク）／ヨハン・シュトラウス２世＆ヨ

ゼフ・シュトラウス：ピッツィカート・ポルカ（vc：松波恵子、

堀 了介　cb：永島義男、黒木岩寿）／ニューイヤー大吉

リクエスト・あなたの好きなヴァイオリン曲［ベートーヴェ

ン：ヴァイオリンとピアノのためのソナタ 第5番 ヘ長調

〈春〉から 第1楽章 アレグロ］（vn：加藤知子　p：野平一

郎）［サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン］（vn：久保陽子

p：野平一郎）／ヨハン・シュトラウス2世：喜歌劇〈こうもり〉

から アンサンブルとクプレ“侯爵さま、あなたのような方

は”、ヨハン・シュトラウス2世：春の声 作品410（s：高橋

薫子　p：野平一郎）／ヨハン・シュトラウス2世（シェーン

ベルク編曲）：皇帝円舞曲 作品437（指揮：堀 伝　vn１：

田中直子、久保陽子、加藤知子、沼田園子　vn２：久保

田 巧、小林美恵、安田明子　va：店村眞積、中村静香、

吉田有紀子　vc：堀 了介、松波恵子　cb：永島義男、黒

木岩寿　p：野平一郎　fl：岩佐和弘　cl：鈴木高通）司

会：膳場貴子　＊なお前日夜には出演者と水戸芸術館友

の会との交流会があり、オルガンの高橋博子とトランペッ

トの杉木峯夫、デイヴィッド・ヘルツォークによる演奏（曲

目はデュリュフレ編曲によるバッハ：カンタータ第29番の

シンフォニアなど）が行われました。

プチ情報

速　　達



information

■チケットに関するお問い合わせ
…水戸芸術館チケット予約センター／029-231-8000

営業時間／9：30～18：00（月曜休館）

■公演内容や企画に関するお問い合わせ
…水戸芸術館音楽部門／029-227-8118

■【ATM便り】毎月１回茨城新聞に不定期登場。

■NHK-FM水戸【FM水戸アップデート】火曜日18：15頃～15分ほど（不定期
登場）。水戸周辺83.2MHz、日立周辺84.2MHz。

コンサートホールＡＴＭ
■大手橋プラムコンサート
３／６（土）１３：００開演　入場無料
■水戸市立酒門小学校金管バンド部演奏会
（東関東吹奏楽コンクール銀賞受賞記念）
３／７（日）１４：００開演　入場無料
■合唱セミナー２００４
３／１４（日）１０：００開始　参加費（全席自由）：一般￥１，０００ 高校生￥５００
中学生以下￥３００
■水戸市立笠原小学校金管バンド部演奏会
（東日本学校吹奏楽大会金賞受賞記念）
３／２０（土）１４：００開演　入場無料
■クリスティーネ・シェーファー ソプラノ・リサイタル
３／２１（日）１４：００開演　料金（全席指定）：Ａ席￥５，０００ Ｂ席￥４，０００
■東京オペラグループ公演　喜歌劇〈奥様女中〉
３／２７（土）１７：００開演　料金（全席指定）：Ａ席￥５，０００ Ｂ席￥４，０００

エントランスホール
■パイプオルガン プロムナード・コンサート
３／２０（土）１２：００／１３：００ ３／２８（日）１２：００
入場無料　※演奏は各回２０分程度です。

ＡＣＭ劇場
■水戸市民演劇学校卒業公演『終わらない歌－スウィート・ソウル・ミュージック』
３／１３（土）１９：００開演、３／１４（日）１４：００開演　料金（全席自由）：￥１，５００
■水戸子供演劇アカデミー卒業公演『ソラノシルシ』
３／２７（土）１９：００開演、３／２８（日）１４：００開演　料金（全席自由）：￥１，０００

現代美術センター
■「Ｌｉｖｉｎｇ Ｔｏｇｅｔｈｅｒｉｓ Ｅａｓｙ」展
１／２４（土）～３／２８（日）９：３０～１８：００（入場は１７：３０まで）
休館日：月曜日
入場料：一般￥８００ 前売・団体（２０名以上）￥６００
中学生以下、６５歳以上、各種障害者手帳をお持ちの方は無料

水戸芸術館の主な３月のスケジュール

「茨城の名手・名歌手たち第１５回」出演者オーディション

茨城県に関わりのある演奏家の皆さんを広く紹介する演奏会「茨城の

名手・名歌手たち」。第15回を迎える今年10月23日［土］の演奏会に

向けて、出演者オーディションを行います。今回の対象は、鍵盤楽器・

弦楽器・邦楽器・邦楽アンサンブル各部門となります（管楽器・打楽器・

声楽・器楽アンサンブル各部門は、次回の対象となります）。

開催日：2004年5月29日［土］

応募受付期間：2004年4月10日［土］～4月30日［金］

募集部門：鍵盤楽器・弦楽器・邦楽器・邦楽アンサンブル（2～5人まで）

資料請求方法：住所・氏名を明記し、80円切手を貼付した返信用封筒

と、受験する楽器（編成）を書いたメモを同封の上、下記までお送りく

ださい。直接ご来館の場合は、エントランスホール・チケットカウンター

（9：30-18：00月曜休館）までお申し出ください。

〒310-0063 茨城県水戸市五軒町1-6-8 水戸芸術館 音楽部門「茨

城の名手・名歌手たち」係（担当：関根・馬場）

チケット・インフォメーション〈３月６日（土）発売分〉

◎音楽物語 ぞうのババール

5/5（水・祝）14:00開演

料金（全席自由）：大人￥1,500 小人（3歳以上12歳以下）￥1,000

◎ベリオの肖像

6/5（土）18:30開演　料金（全席指定）：￥3,500

◎北村さゆりピアノ・リサイタル

9/18（土）15:00開演　料金（全席自由）：￥2,500

これからの演奏会・残席情報

〇…残席あり（２０席以上） △…残席わずか（２０席未満） ×…残席なし 中央…中央
ブロック 左右・裏…左右ブロックおよびステージ裏　補助…補助席

◎合唱セミナー2004
3/14（日） …自由席○

◎クリスティーネ・シェーファー ソプラノ・リサイタル
3/21（日） …中央△、左右・裏○

◎東京オペラグループ公演 喜歌劇〈奥様女中〉
3/27（土） …中央△、左右○

◎ファジル・サイ ピアノ・リサイタル
4/18（日） …中央○、左右・裏○

◎近藤良と仲間たち
4/25（日） …自由席○

◎ナタリー・シュトゥッツマン コントラルト・リサイタル
5/22（土） …中央△、左右・裏○

※2/15（日）現在の状況です。
※公演当日に残券がある場合、開演1時間前より水戸芸術館チケット
カウンターでお得な 学生券を発売いたします。ご購入の際には学生
証（記名章）をお持ちください。公開セミナ－など、学生券のない公
演もございますので、予めお問い合わせ下さい。
※固定席が売り切れ次第、補助席を販売いたします。

茨城の主な３月の演奏会

◆佐川文庫　 ＴＥＬ／０２９（３０９）５０２０
■佐川文庫サロンコンサート～若手ピアニストシリーズ～ ありす＝紗良・オット
３／６（土）１８：００開演

◆常陽藝文センター　 ＴＥＬ／０２９（２３１）６６１１
■小曽根 真 ピアノ・リサイタル ３／１３（土）１８：００開演
（問）ＥＶＡＮＳ ＴＥＬ／０２９（２５１）６６６５（１３：００～）

◆茨城県民文化センター　 ＴＥＬ／０２９（２４１）１１６６
■小松亮太＆オルケスタティピカ ３／４（木）１８：３０開演

◆水戸市民会館　 ＴＥＬ／０２９（２２４）７５２１
■ボスニアヘルツェゴビナ民族音楽舞踊団　３／１７（水）１４：００開演

◆ひたちなか市文化会館　 ＴＥＬ／０２９（２７５）１１２２
■佐藤しのぶ ソプラノ・リサイタル ３／６（土）１５：００開演
■池辺晋一郎 ピアノ公開講座～お話ころんだを中心として～
３／１１（木）１０：３０開演

◆日立シビックセンター　 ＴＥＬ／０２９４（２４）７７１１
■天球コンサート「色彩の戯れ ４つのフルートの物語」
３／２６（金）１８：３０開演

◆ギター文化館　 ＴＥＬ／０２９９（４６）２４５７
■高岡 誠・恵子コンサート ３／１４（日）１５：００開演

◆つくばカピオホール　 ＴＥＬ／０２９（８５１）２８８６
■増田みのり ピアノ・リサイタル ３／１２（金）１９：００開演
（問）増田みのり リサイタル事務局 ＴＥＬ／０２９７（４８）４６９１

◆玉里村総合文化センター　 ＴＥＬ／０２９９（２６）９１１１
■音楽のおくりもの２００４
～アンサンブル・ディヴェルターズ＆笛の音楽隊コンサート～

３／１４（日）１４：００開演
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次号は…春の嵐か？春雷か？驚天動地の〈春の祭典〉襲来！


